
樹脂製ホルダーキャップの外し方/取付方法
【ご注意】
樹脂製ホルダーキャップは固く圧入されているパーツです。
取り外しは工具や万力等の設備が必要な作業となります。工具や設備がない場合はDLIVEにて
入替えサービスを行なっておりますので無理をせずご依頼下さい。
尚、作業にあたり怪我や事故にご注意下さい。DLIVEでは作業トラブルにおいての責任は致しかねます。
ご紹介している方法が全てではありませんが、より安全に外せる方法をご紹介しております。

●ペンチでの取り外し方

●万力での取り外し方

●シリコン製ホルダーキャップの取り付け方
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ペンチで外す場合は、ホルダーキャップを掴めるペンチをご用意下さい。
キャップを掴み、徐々に力を加えて縦に引っ張るのではなく片側を持ち上げるイメージで外して下さい。
樹脂ホルダーは傷が付いてしまいますが、傷を付けたくない場合はしっかりと養生を行なってください。

万力を使用する場合は、図のようにホルダーキャップ全てを万力に挟むのではなく半分ほど挟んでください。
全て挟んでしまうと圧力を掛けたときにパイプが変形してしまいます。ご注意下さい。

力を加える向き

半分ほど挟んで圧力を掛けてください。
傷を付けたくない場合はウレタンなど
挟んで作業を行なってください。

圧力を掛けて樹脂キャップが少し楕円に変形したら
ホルダーを持って奥に倒してください。
アルミパイプは繊細です。慎重に進めてください。

万力は少しずつゆっくりと締めて圧力を掛けて下さい。
圧力を掛けすぎるとパイプが真円ではなくなって
ゆがんでしまいます。

シリコンは伸縮性がありますので
パイプの先端に片側からあてがい、
伸ばしながらはめ込んでください。

←
しっかり入ったのを確認し、
少しだけ引っ張って最終確認を
行なってください。

←

挟むのはキャップの半分だけ！


